
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：25－003） 

 

１ 3 月 27 日、フィジーのスバにおいて、道井駐フィジー日本国大使と、トゥ

イサワウ公共事業・気象サービス・運輸大臣との間で、供与額 17 億 3900 万円

の無償資金協力「太平洋諸島における気象業務向上及び災害リスク軽減のため

の地域拠点整備計画」に関する書簡の署名・交換が行われた。 

 これにより、フィジーに最新鋭の気象センターが設置される。日本とフィジ

ーの建設業者によって今年後半に建設が開始される予定である。 

トゥイサワウ大臣は、日本の支援を感謝しつつ、これは共通の課題に向けた

共創イニシアティブの下でフィジーおよび太平洋地域において初めて実施され

る災害防止と早期警戒システムの強化措置であると強調した。 

原文 

（30th March 2025, Fiji Sun） 

原文 

（27th March 2025, 在フィジー日本国大使館） 

 

２ 4月 2日、最新鋭の貨客船「Manu Sina」がツバルに到着した。 

この船舶は、アジア開発銀行（ADB）（3000万ドル）とツバル政府（300万ド

ル）の資金提供により、日本の本田重工業佐伯工場で建造された。 

ツバルのコフェ運輸・エネルギー・通信・イノベーション大臣は、この船舶

は離島の人々にとっての生命線となり、人と物資の安全な輸送を確保し、経済

と地域貿易を活性化すると述べた。 

原文 

（2nd April 2025, Radio NZ） 

 

３ 豪州のウォン外相は、米国のトランプ政権による対外援助削減の影響を受

ける太平洋および東南アジアの援助プログラムのリストを作成するよう外務省

に指示した。 

豪州は必要不可欠な保健サービスや気候変動対策に生じる緊急のギャップに

優先的に対処するため、1億 1900万豪ドル（7500万ドル）を充てる。 

豪州は 2025/26 年に 51 億豪ドル（32 億 1000 万ドル）弱の開発援助予算を計

上しており、前年比で 1億 3600万豪ドル（8571万米ドル）の増加となる。 

オーストラリア国際開発評議会（ACFID）の Maury暫定最高責任者は、豪州は

太平洋地域から撤退するつもりはないという明確なシグナルを送ったと述べた。 

原文 

https://fijisun.com.fj/2025/03/30/japan-to-fund-27m-meteorological-centre/
https://www.fj.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00831.html
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/556947/new-state-of-the-art-passenger-and-cargo-vessel-arrives-in-tuvalu
https://islandtimes.org/australia-pivots-foreign-aid-to-pacific-to-cover-u-s-cut/


（28th March 2025, Island Times） 

 

４ 4月 7日から 11日にかけて、IMOで第 83回海洋環境保護委員会（MEPC83）

が開催された。 

「2050 年頃までに国際海運からの温室効果ガス（GHG）の排出ゼロ」という

国際目標の実現に向けて、船舶の使用燃料を段階的に GHG 排出量の少ない代替

燃料に転換する制度、ゼロエミッション燃料船の導入に経済的インセンティブ

を与える制度を含む条約改正案が基本合意された。 

この新たな条約が発効すれば、代替燃料の供給に向けた取り組みの加速、日

本が開発を進めているゼロエミッション燃料船等の技術の優位性が発揮され、

海事産業の国際競争力強化が期待される。 

条約改正案は、本年 10 月予定の会合で採択の審議が行われ、早ければ 2027

年 3月に発効する。 

原文 

（14th April 2025, 国土交通省） 

 

５ 3 月 16 日から 20 日まで、ミクロネシア連邦（FSM）のシミナ大統領が実務

訪問賓客として訪日し、石破総理との会談及びワーキングディナーに参加した。

両首脳は、インフラ整備、地域の安全保障、海洋協力、国民本位の開発など、

共通の優先課題について協議した。  

シミナ大統領は、石破首相の就任を祝うとともに、国連安全保障理事会の常

任理事国入りを目指す日本への支持を再確認した。 

首相官邸で行われたワーキングディナーでは、FSM のロバート外務大臣及び

在ミクロネシアの籠宮大使が、デジタル通信を強化するためのチューク州への

海底ケーブル陸揚局等の供与に関する交換公文に署名した。 

また本訪日中、シミナ大統領は、日本財団の笹川会長、海外漁業協力財団

（OFCF）の白須理事長、日・ミクロネシア友好議員連盟の古屋圭司会長その他

の要人と会談した。 

さらに、シミナ大統領は福島第一原子力発電所を視察し、廃炉のプロセスや

ALPS 処理水の排出をめぐる安全手順について説明を受けた。また、浪江町長、

福島県知事を表敬訪問した。 

今回の福島訪問についてシミナ大統領は、国際原子力機関（IAEA）との緊密

な協力の下、ALPS 処理水を責任感と透明性を持って管理する日本を信頼してい

ることを示すものであると述べた。 

今回の訪日は、PALM10 での約束に基づくものであり、FSM も参加する大阪万

博における協力強化の基調となるものであった。 

原文 

（2nd April 2025, The Kaselehlie Press） 

 

https://www.mlit.go.jp/report/press/kaiji07_hh_000367.html


６ 3 月 3 日から 21 日まで、太平洋諸島フォーラム（PIF）漁業機関（FFA）の

12 の加盟国は、違法漁業を合同で取り締まる Rai Balang 作戦 2025（OPRB25）

を実施した。 

参加国は、豪州、ミクロネシア連邦、キリバス、ナウル、ニュージーランド、

パラオ、パプアニューギニア、マーシャル諸島、サモア、ソロモン諸島、ツバ

ル、バヌアツである。 

 本作戦では、96 回の巡視を実施し、189 隻の船舶と接触し、7629 件の衛星情

報を探知した。その結果、7隻の違反嫌疑船舶を認知した。 

 本作戦では、ニウエ協定に基づき、ナウルと豪州による合同航空監視活動が

正式に開始された。 

ソロモン諸島のホニアラの地域漁業監視センターでは、25 人の各政府からの

出向職員が OPRB25の調整、支援業務に従事し、日々のインテリジェンスとモニ

タリング・コントロール・サーベイランス（MCS）データシステムによる情報

の提供を行った。 

本作戦では FFA の海洋状況把握（MDA）ツールに加え、TUFMAN2（マグロ漁業

データ管理）、HawkEye 360（電波追跡）、Starboard Maritime Intelligence

（データ分析）、DVD system（デジタル検証）、Maxar（衛星画像提供）といっ

た様々なハイテクシステムが使用された。 

原文 

（25th March 2025, Island Times） 

 

７ 4月 8日のトンガ議会において、監査総監は、2020年の COVID-19パンデミ

ック対策の景気刺激予算 2497ドル以上について、使途を証明する領収書を受け

取っていないことを明らかにした。  

本予算は、COVID-19 からの経済復興を支援するため、アジア開発銀行、豪州、

ニュージーランド、世界銀行が共同で出資したものである。  

政府が監査総監による報告内容に言及したところ、フアカヴァメイリク前首

相と Toumo’ua インフラ大臣が激しく動揺し、関係のない話で議論を逸らそう

とした。  

財務大臣を兼任しているエケ首相は、監査総監の報告書に支出の記録がない

ことを繰り返し強調した。  

原文 

（8th April 2025, Islands Business） 

 

８ 3月27日、グアムのアンダーセン空軍基地にて、ミクロネシア連邦（FSM）

のシミナ大統領と米国のヘグセス国防長官が会談を行った。 

 米トランプ政権発足後、両国の高官による初の会談となった。 

 米国は既に、FSMヤップ州の空港拡張に4億ドルを投じると発表しているが、

今回の会談でヘグセス国防長官は、ヤップ州の軍事施設など FSM全体で 20億ド

ルの拠出を計画していると述べた。 

 これにより米軍の戦略的な運用と演習が可能になる。 

https://islandtimes.org/operation-rai-balang-2025/
https://islandsbusiness.com/news-break/auditor-general-exposes-missing-receipts-for-60m-covid-19-funds-as-ex-pm-minister-deflect-concerns/


原文 

（4th April 2025, The Marshall Island Journal） 

原文 

（2nd April 2025, The Kaselehlie Press） 

 

  



 

 

  



 

 

 

  



 

 


